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加速器中性子源は現在様々な用途に用いられている。例えば国際核融合材料照射施設（IFMIF）

では、D-Li加速器型中性子源を用いて核融合炉における、材料損傷特性を調査していく計画であ

る[1]。また、中性子捕獲療法（BNCT）でも加速器をベースとした中性子源の利用が進められてい

る[2]。さらに、近年医療用 RIの製造に加速器中性子源を用いる計画[3-5]も進んでいる。 

今回、我々は加速器中性子源による医療用 RI製造の研究の一環として、九州大学理学部タンデ

ム加速器にて、C(d,n)中性子源を用いた、PET 技術に応用可能な陽電子放出核 58
Co の生成実験を

行った。入射重陽子エネルギーは 9MeV で、厚い炭素標的で全エネルギーを吸収させる。生成し

た中性子は 17cm下流の nat
Niサンプルに入射する。このサンプルはリボン状(20×300×0.4mm

t
)で

あり、炭素標的を中心としてビーム軸から－5～95度の範囲をカバーする様、円弧状に配置した。

約 7.5 時間の照射後、10 度毎にサンプルを切り出し、58
Ni(n,p)反応で生成した 58

Co(T1/2=71d)から

の崩壊ガンマ線を Ge検出器で計測し、その生成量の角度分布を得た。 

図 1に、今回の実験で得られた 58
Co生成量の角度分布を赤線で示す。青点は、当研究室で過去

に測定した C(d,n)反応(Ed=9MeV)による中性子の二重微分収量[6]
(今回の実験の nat

Ni サンプルへの

入射中性子束n(En,)に比例していると見なせる)に JENDL-4.0
[7]の 58

Ni(n,p)反応断面積np を乗算

した値である。今回は、58
Co の半減期に対して照射時間が十分に短いため、照射中の崩壊を無視

でき、nnp と実験結果を規格化して比較可能である。両者は概ね一致し、予測通りの RI を製造

できている事がわかった。学会当日はシミュレ

ーションも含めた詳細な解析結果を報告する。 
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Co 生成量の実験値と計算値 
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